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平成 27 年 11 月 25 日付けで発行した 

「臨床実習開始前の「共用試験」 第 13 版（平成 27 年）」 

の 16 ページ ② 問題の形式 第 2項「多選択肢 2連問形式の設問」の＊にお

いてお知らせしたように、これまでブロック 5で出題されていた多選択肢 2連

問は 2016 年 8 月第 3 月曜日以降に実施される「新 2016 年度共用試験」から、

多選択肢択一方式の単問形式に変更されます。 

また、この単問形式への変更に伴い、従来ブロック 5の設問画面に示されてい

た「テーマ」は、表示されなくなることを申し添えます。 

 

なお、ブロック 5の設問数は、従来どおり 40 設問、制限時間は 1時間で変わり

ません。 

 

受験生の皆様には、上記の変更に伴い、臨床実習開始前の「共用試験」 第 13

版（平成 27 年）の 31 ページの例題 13-1、13-2、および 32 ページの例題 14-1、

14-2 については、この補遺にある公開問題に差し替えてご覧になり、問題の形

式に習熟しておくことをお勧めします。 

 

会員各大学におかれましては、この変更について受験対象学生への周知徹底を

図るようお願いいたします。 
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例題 1 多選択肢択一形式（症候） 

 

 

例題 2 多選択肢択一形式（症候） 

 

正答 例題 1：B  例題 2：H 



例題 3 多選択肢択一形式（病態） 

 

 

例題 4 多選択肢択一形式（病態） 

 

正答 例題 3：F  例題 4：F 


